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表紙の写真　的をめがけて放水！（消防操法大会に出場した大崎市消防団松山支団）
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※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

広　告

①

①見事な放水。②標的に向かっ

てホースを延長。速さと正確さ

が求められます。③大崎市消防

団各支団の皆さんが、大会の運

営を支えました。②

　８月 1 日、松山野球場で「第 46 回宮

城県消防操法大会」が開催され、県内 8

地区の予選を勝ち抜いた消防団を含む約

2,000 人が来場しました。

　同大会は、2 年に 1 回、県内各地域で

行われています。出場者は、6 人 1 組の

ポンプ車操法の部と 5 人 1 組の小型ポ

ンプ車操法の部にわかれ、ホースを延ば

してから放水までをいかに迅速に、正確

に行うことができるかなどを競い合いま

した。

　大崎地域からは、大崎市消防団の代表

として松山支団が出場しました。どの地

域の消防団も、いつ災害が起きても住民

の皆さんが安心できるようなすばらしい

技術を披露し、本番さながらの緊迫した

状況の中で、落ち着いて消防操法を行い

ました。

　大会は、石巻市雄勝消防団が「ポン

プ車操法の部」「小型ポンプ車操法の部」

で共に 1位となり、幕を閉じました。

①

③

地域を守るため力を尽くす

消防団の技術を競う舞台


